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　　Conditions necessary for each of the three different uses of high-grade
larch logs were examined，and also their prices were estimated．Here is
a summary of the studies．
　　Conditions necessary for each use：
　  1．Logs for flitch or furniture
　　　 1．1．An annual ring width which is　uniform and under 3 mm is
　 　　　　desirable．
　     1．2．Logs over 10 cm in diameter should be free from any knot．
　　   1．3．Logs should be over 44 cm in diameter，though over 30 cm for
　　   　　furniture．
　   　1．4．Heartwood should have a color or beautiful quality．
    2．Logs for building timber
 　　　2．1．An annual ring width under 6 mm is desirable．
　　 　2．2．Small knots can be neglected．
　　 　2．3．The diameter should be over 30 cm，and particularly，if
　　　　　　possible，logs over 36 cm in diameter are desirable．
　　3．Logs for structural plywood
　 　　3．1．Logs whose annual ring width is　over　6 mm can be
　　　　　approved，if they are adult wood．
　　　 3．2．A knot under　4 cm can be neglected．
　 　　3．3．Logs over　30 cm in diameter  are desirable．
　  Log prices esitmated as of November in 1984：
　　1．Logs for flitch or furniture
 　　　Logs for flitch
　 　　44 cm in diameter without any knot            109,000 yen／m3

 　　　Logs for furniture
 　　　34 cm in diameter without any knot　　　   　 47,000 yen／m3

　　　 42 cm in diameter without any knot　　　　    63,500 yen／m3
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 2. Logs for building timber
　　34 cm in diameter of the first grade                      45,000 yen／m3

　　42 cm in diameter of the first grade　                    48,000 yen／m3

 3. Logs for structural plywood
　　50 cm in diameter　　　　　　　　　　　　　              30,000 yen／m3

　　60 cm in diameter　　　　　　　　　　　　              　31,000 yen／m3

カラマツ優良材の用途別必要条件の検討と原木価格の推定を行い下記の結果を得た。
用途別素材の必要条件
1） ツキ板用原木（家具・内装用）
　ア．年輪幅は ３mm以下で均一
　イ．径 10cm以上は無節（枝打ちが必要）
　ウ．原木径 44cm以上（家具材は30cm以上）
　エ．心材色が優れていること
2） 一般建築材用原木
　ア．年輪幅は ６mm以下
　イ．小さい節があってもかまわない
　ウ．原木径は 30cm以上、できれば 36cm以土
3） 構造用合板原木
　ア．年輪幅は成熟材なら ６mm以上でもよい
　イ．４cm以下の節があってもよい
　ウ．原木径は 30cm以上、できるだけ太い方が良い

原木価格（昭和59年11月現在の推定値）
1） ツキ板、家具用原木
　　ツキ板
　  径　44cm　無節　 　約109,000円／m3

　　家具
  　径　34cm　無節　　　約47,000円／m3

　  径　42cm　無節　　　約63,500円／m3

2） 一般建築用原木
　　径　34cm　一等材　　約45,000円／m3

　　径　42cm　一等材　　約48,000円／m3

3） 構造用合板原木
　　径　50cm　　　　　　約30,000円／m3

　  径　60cm　　　　　　約31,000円／m3

  1．はじめに

　昭和30年代に北海道において大量に植栽されたカラ

マツは短伐期、中小径材利用を目的としたものであっ

た。しかし、林業、林産業をとりまく環境情勢の変化

により坑木をはじめとする中小径材の需要が減少して

きた。また、カラマツ材の材質特性も明らかになり、

高樹齢大径材の良さが知られはじめた。

　このようなことを背景に、最近ではカラマツ人工林

の長伐期大径化がはかられることになってきた。そこ

で昭和57年から北海道立林業試験場と共同で育林から

利用を含めた「カラマツ良質材生産技術の体系化」に

関する研究を実施している。このなかで利用側から見

た長伐期大径化を目指す林業の生産目標としてのカラ
マツ優良大径材の特性を取りまとめたので以下に述べる。

　2．製材原木の品等と木取り

　製材原木としてのカラマツ優良材は径級が30cm以上

で、等級は一等材とした。

　径級30、34、38、42cmの丸太については一等材を対

象に一般建築材木取りを検討した。

　また、更に高級材を目的として径10cm以上から技打

ちをした無節の素材で径級30、34、38、42cmは家具木

取り、径級44cm丸太についてはツキ板用フリッチ木取

りを検討した。この場合、ツキ板はエゾマツツキ板と
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同様化粧柱用として幅11.5cmのまさ目とした。

　机上で木取りを検討した原木１本当たりの径級別，

木取り別，製材材種別材積を第１表に示す。

　参考のため径級42cmの丸太の一般材及び家具材、44

cmの丸太のフリッチ木取り図とそれぞれの製材の材種、

品等、材積を第１～３図及び第２～４表に示す。

3．合板の種類及び径級別歩留まり

カラマツを原料に合板を製造する場合、用途別に

1）普通合板
2）コンクリートパネル
3）下地用合板（ラフ合板）
4）構造用合板

第１図　径42cm一般建築材木取り図

第２図　径42cm家具材木取り図 第３図　径44cmツキ板用フリッチ木取り図
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　が考えられる。

　このうち、普通合板については現在我が国では針葉

樹普通合板が流通しておらず、ロータリー切削による

単板の表面性にも問題がある。コンクリートパネルは

セメント硬化不良で不適である。下地用合板は付加価

値が低いので有利でないなど 1）～ 3）までの用途に

はカラマツは適していないようである。

　需要構造の変化や技術開発により将来カラマツ合板

としてもっと適した用途がでてくることだろうが、現

時点では構造用合板がカラマツ合板として最も妥当な

用途と考えられる。

　以下カラマツ合板として、ＪＡＳ構造用合板１類１

級Ｂ－２を想定している。これは許容される節径が40

mm以下なので適当な間伐を行えば特に枝打ちを考える

必要がないなどカラマツ人工林育成上有利と思われる。

　径級別の単板歩留まり

　原木は長さ２mで端材（ドンコロ）は出ないものと

する。

　曲がりはないもの、規格外の欠点はないものとする。

　　単板のむき出し厚さ　4.2mm

 径級　むき心比率　上むき、け引　生単板歩留まり
（cm）（径12cm％） きくず （％）　　　（％）
　60　　 　４　　  　　　８   　　　 　88

　50　　　 ６　　　　　　８  　　　　　86

　40　　　 ９　 　　　　 ８　　　　  　83

　30   　　16　   　　　 ８　　　　　　76

 　合板歩留まり（合板寸法1.2cmx90cmx180cm）

 径級　生単板歩留まり　調板後歩留まり　合板歩留まり

（cm）　   （％）　　　   　（％）　　  　（％）
　60　　　　88　　　　　 　　80　　　　　　72

　50　　  　86　　　　　 　　78　　　　　　70

　40　　　　83　　　 　　　　76 　  　　　　68

　30　　　　76　　    　  　　69　　　　　　62

　4．原木価格の推定

　4．1製材用原木
　原木価格は下記のとおり計算した。

第２表　径42cm １等（１材面有節）一般材木取り
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第３表　径42cm １等（無節材）家具材木取り

第４表　径44cm １等（無節材）ツキ板用フリッチ木取り
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　原木価格＝製品価格－その他の費用及び利益

　一般材木取りは径級30～40cm、品等は１等材のほか

参考のため２、３等材も推定した。家具材木取りは径

級30～40cm、フリッチ木取りは径級44cmで家具、フリッ

チともに径10cm以上は枝打ちを行った無節の素材であ

る。それぞれの木取りについて径級別、品等別の素材

の価格を第５表に示す。

　4．2　合板原木

　原木価格は製材と同様に計算した。

　製品価格Ａ（ラワン構造用合板）

　　　　　　　2,100円／枚（59年10月の市況）

　製品１枚当たりのその他の経費及び利益

  1）流通経費　600円  工場出荷額の40％

　2）接着剤　　165円　フェノール樹脂、小麦粉

　3）製造経費　330円　工場出荷の22.03％

　4）営業費　　144円 　　　〃　　9.58％

　5）利益　　 　30円　 　　〃　　2 　％

　小　計　Ｂ 1,269円

第５表　カラマツ素材　径級別，品等別価格試算表

＊　径10cm以上は枝打ちを行い無節の素材
製材の価格は北海道林務部林産課の木材市況調査月報（59．11月）のエゾマツを，チップは同じカラマツ背板チップの
価格を参照した。
フリッチの価格はスプルース，エゾマツなどの市場価格（59．8～12月）を参照した。
原木以外の製造経費，営業費は昭和59年度経常分析調査（北海道林務部林産課）の針葉樹製材工場（大径材専門19工
場）の経費を参照した（製材１m3当たりの営業費は8,900円）。
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　　製品１枚当たりの原木費＝Ａ－Ｂ　　831円

　カラマツ原木価格

　径級　合板歩留まり　原木１m3当たり    １m3当たりの

 （cm）　 （％）　　  の製品枚数（枚）  原木費（円）

 　60　　 　72　　　　　　37.04　　　   　30,780

 　50　　 　70　　　　　　36.01　　　　   29,924

 　40　　 　68　　　　　　34.98　　　　   29,068

 　30　　 　62　　　　　　31.89　　　　   26,500

　製品価格は「積算資料59．11」による

　製造経費及び営業費は北海道商工観光部の「北海道

における中小企業の経営指標（工業編）昭和58年度版」

の合板製造業の黒字企業の国平均値を参照

　5．まとめ

　径30cm以上のカラマツ優良材を製材、合板用に使う

場合、机上で検討をして製品歩留まりや原木価格の推

定を行った。

　製材については一般材木取りが１等材で径級30cmか

ら42cmになると原木価格が約７割アップする。家具材

木取りでは同じく約４割のアップとなった。フリッチ

木取りは原木価格がかなり高く推定できた。エゾマツ，

トドマツの59年８～10月の市況は長さ　3.65m、径30～

38cm品等込、工場着で20,880円／m3（旭川市場：北海

道林務部林産課、昭和59年北海道の木材市況月別収録）

となっている。今回参考のため推定した２、３等材の

30～38cmのカラマツ丸太の平均値は約29,400円／m3で

ある。このことからみて今回のカラマツ材の一般材製

材向け原木の価格はエゾマツよりかなり高めになって

いると思われる。合板については、カラマツ構造用合

板がラワン合板工場と同じ生産効率があり、製品価格

も同様として推定した原木価格は径が30cmの場合、一

般材製材の２、３等材より高くなっている。しかし径

級が大きくなっても価格の上昇が小さい。構造用合板

原木としてカラマツ材を用いる場合は一般に言われて

いる優良材よりはむしろ肥大生長を促進して短期間で

大径材を得るような森林施業が必要である。カラマツ

材は年輪幅が６mm以上広くても成熟材であれば構造用

合板が要求する強度を有していると思われる。優良材

を合板原木とするならば、現在林産試験場で検討して

いるような化粧的な用途の合板に向ける方が高価格に

なると思われる。

　ここで今まで検討してきた用途別素材の必要条件を

まとめておく。

　化粧性の強いツキ板用原木や家具・内装材用原木は

見た目の美しさが要求されるので、年輪幅が均一で、

心材色が優れていること、また無節の素材が適してい

る。一般建築材用原木は強度が要求されるので年輪幅

は６mm以下、原木径は心去り材が木取れるように30cm

以上が望ましい。等級に関係しない小さな節はあって

も差し支えない。構造用合板原木は歩留まりをあげる

ため出来るだけ大径材が望ましい。節や年輪幅はあま

り考慮する必要がない。

　カラマツ材は本来優れた材であって、強度も日本産

針葉樹のなかでは強い方の樹種に属している。また心

材の色もきれいで木目もはっきりしている。これらの

性質はカラマツ材が大径材になってはじめてその性能

を発揮できるものである。

　今回、カラマツ優良材の条件や価格の推定を行った

が、現状では30cm以上のカラマツ材でも28cm以下の素

材と変わらない価格で取引されている。つまりカラマ

ツ優良大径材の市場が形成されていない。今後、出材

が増大することが予想されるカラマツ大径材の品質に

あった需要開発を促進するためにも、行政、林業、林

産業界など関係者各位のカラマツ優良大径材市場形成

への努力が必要である。

　なお、製材の木取り及び価格については平川幸二製

材試験科調査員、製材用原木の径級別、品等別価格に

ついては鎌田昭吉経営科長の協力を得た。記して感謝

の意を表する。

 　　　－木材部　材質科－

 　  　　 －＊1特別研究員－

  －＊2試験部　製材試験科－

　    －＊3木材部　接着科－

  －＊4試験部　合板試験科－

　（原稿受理 昭 60．9．13）
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